
30
年
後
を
見
据
え
た

具
体
的
な
イ
ン
フ
ラ
整
備

　

私
が
会
長
を
務
め
て
い
る
J
A
P
I
C（（
一
社
）
日
本

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
産
業
協
議
会
）は
、建
設
、鉄
鋼
、銀
行
、商

社
、
機
械
、
不
動
産
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
の
業
界
を
ま
た

が
る
民
間
企
業
が
集
い
、
東
京
湾
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
、
関
西
国

際
空
港
、
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
等
、
具
体
的
な
イ
ン
フ
ラ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
提
言
を
行
っ
て
き
た
。

　

昨
年
は
、20
年
か
ら
30
年
後
を
見
据
え
た
全
国
の
具
体
的

な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
一
斉
に
提
言
し
た
う
え
、さ
ら
に
検
討

を
深
め
る
た
め
、
欧
州
の
先
進
イ
ン
フ
ラ
を
視
察
し
た
。
こ

れ
ら
も
踏
ま
え
、経
済
・
産
業
か
ら
見
た
イ
ン
フ
ラ
整
備
の

あ
り
方
を
論
じ
る
こ
と
と
し
た
い
。

わ
が
国
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
現
状

　

わ
が
国
で
は
、先
人
が
構
想
し
実
現
し
て
き
た
イ
ン
フ
ラ

が
、こ
れ
ま
で
国
民
生
活
の
向
上
や
産
業
の
発
展
に
大
き
く

寄
与
し
て
き
た
。わ
れ
わ
れ
世
代
は
そ
の
メ
リ
ッ
ト
を
大
い

に
享
受
し
、将
来
世
代
も
引
き
続
き
そ
の
恩
恵
を
被
る
こ
と

と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　

現
在
、供
用
中
の
イ
ン
フ
ラ
や
整
備
中
の
首
都
圏
三
環
状

道
路
・
整
備
新
幹
線
・
羽
田
空
港
増
強
等
々
は
、30
年
以
上

前
に
構
想
さ
れ
た
も
の
が
多
い
。
し
か
る
に
、
こ
れ
か
ら
30

年
先
の
具
体
的
な
イ
ン
フ
ラ
計
画
を
、わ
れ
わ
れ
世
代
は
残

念
な
が
ら
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
。

　

そ
れ
は
な
ぜ
か
。本
来
イ
ン
フ
ラ
の
水
準
自
体
が
そ
の
国

の
国
力
を
規
定
す
る
と
い
う
世
界
の
常
識
を
、わ
が
国
で
は

国
民
は
お
ろ
か
、政
治
家
ま
で
も
が
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い

か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

民
主
党
政
権
以
前
の
自
民
党
政
権
時
に
、有
力
メ
デ
ィ
ア

が「
公
共
事
業
は
自
民
党
政
治
家
の
地
元
へ
の
利
益
誘
導
的

景
気
対
策
で
あ
る
」と
断
じ
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
繰
り
返
し

行
っ
て
き
た
こ
と
や
、
民
主
党
政
権
時
に
、
中
長
期
的
な
イ

ン
フ
ラ
整
備
よ
り
短
期
的
な
目
の
前
の
バ
ラ
マ
キ
政
策
を
正

当
化
す
る「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
か
ら
人
へ
」
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
が
国
民
に
刷
り
込
ま
れ
て
き
た
こ
と
な
ど
が
、そ

の
背
景
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

本
来
、
イ
ン
フ
ラ
は
国
の
骨
格
で
あ
り
、
産
業
や
生
活
の

基
盤
で
あ
る
と
い
う
視
点
で
見
る
べ
き
で
あ
り
、限
ら
れ
た

国
家
財
政
に
あ
っ
て
も
、長
期
的
国
益
か
ら
必
要
な
イ
ン
フ

ラ
は
し
っ
か
り
整
備
さ
れ
る
べ
き
と
い
う
国
民
的
議
論
が
欠

落
し
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

産
業
基
盤
で
あ
る
道
路
、
港
湾
、
空
港
等
が
整
備
さ
れ
て

い
る
か
ら
こ
そ
、
経
済
は
発
展
す
る
の
で
あ
り
、
生
活
基
盤

の
学
校
、
病
院
、
公
園
等
の
水
準
向
上
自
体
が
、
国
民
の
生

活
水
準
を
高
め
て
い
く
の
で
あ
る
。

　

こ
の
点
、欧
米
の
指
導
者
は
イ
ン
フ
ラ
の
重
要
性
を
明
言

し
て
い
る
。
オ
バ
マ
前
大
統
領
は
、
米
国
が
先
進
国
で
あ
り

続
け
ら
れ
る
の
は
世
界
に
冠
た
る
交
通
イ
ン
フ
ラ
が
あ
る
か

ら
だ
、
と
指
摘
し
た
。
キ
ャ
メ
ロ
ン
前
首
相
や
、
メ
ル
ケ
ル

首
相
も
、ビ
ジ
ネ
ス
の
競
争
力
保
持
に
は
質
の
高
い
イ
ン
フ

ラ
が
重
要
と
主
張
し
て
お
り
、英
国
は
2
0
2
1
年
ま
で
の

6
年
間
に
4
8
0
0
億
ポ
ン
ド（
約
75
兆
円
）
の
イ
ン
フ
ラ

整
備
が
必
要
と
し
て
い
る
。

　

翻
っ
て
過
去
20
年
間
の
土
地
代
を
除
い
た
イ
ン
フ
ラ
整

備
額
は
、
英
は
3
倍
、
米
は
2
倍
、
仏
で
1
・
7
倍
増
え
て

い
る
の
に
、日
本
は
半
減
以
下
の
ま
ま
で
あ
る
。こ
の
た
め
、

欧
米
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
韓
国
・
中
国
と
い
っ
た
ア
ジ
ア
諸

国
に
比
し
て
も
、
道
路
、
港
湾
、
空
港
等
の
整
備
が
立
ち
遅

れ
て
き
て
い
る
一
方
で
、高
度
成
長
期
以
降
の
イ
ン
フ
ラ
の

老
朽
化
が
進
み
、今
後
20
年
間
に
建
設
後
50
年
を
経
過
す
る

老
朽
イ
ン
フ
ラ
の
割
合
が
急
増
す
る
と
い
う
き
わ
め
て
深
刻

宗
岡 
正
二
　
日
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
産
業
協
議
会（
J
A
P
I
C
） 

会
長
、

新
日
鐵
住
金（
株
） 

代
表
取
締
役
会
長

MUNEOKA Shoji
1970年東京大学農学部卒、新日本製鐵（株）入社。
2008年代表取締役社長、2012年経営統合により新
日鐵住金（株）代表取締役会長兼CEO、2014年代表取
締役会長。2014年よりJAPIC会長も務める。

E
xploring C

ivil E
ngineering from

 an E
conom

ical 
and Industrial P

erspective

「
経
済
・
産
業
」
か
ら

問
う
土
木
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な
事
態
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
多
く
の
自
治
体
で
は
人
口

減
少
と
財
政
難
で
イ
ン
フ
ラ
維
持
が
困
難
と
な
っ
て
き
て
お

り
、そ
の
対
応
も
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

経
済
・
産
業
か
ら
見
た

イ
ン
フ
ラ
の
役
割
と
課
題

　

イ
ン
フ
ラ
の
役
割
を
、
景
気
対
策
と
い
う
短
期
的
な
フ

ロ
ー
の
改
善
効
果
に
矮
小
化
す
る
の
で
は
な
く
、人
や
物
の

往
来
を
効
率
化
し
、
移
動
時
間
と
費
用
を
削
減
す
る
こ
と

で
、
生
産
性
を
向
上
さ
せ
る
と
い
う
、
長
期
的
に
永
続
す
る

ス
ト
ッ
ク
効
果
の
観
点
か
ら
評
価
す
べ
き
で
は
な
か
ろ
う

か
。
少
子
高
齢
化
に
よ
る
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
を
、
生
産

性
向
上
で
カ
バ
ー
す
る
こ
と
で
、
経
済
は
成
長
し
、
国
の
豊

か
さ
も
拡
大
し
得
る
の
で
あ
る
。

　

第
一
の
役
割
は
、
国
際
立
地
競
争
力
の
強
化
で
あ
る
。
人

流
・
物
流
の
効
率
化
に
よ
る
生
産
性
向
上
の
た
め
に
、道
路

の
不
連
続
な
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン
ク
を
ど
う
解
消
す
る
か
、急

増
す
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
も
た
ら
す
客
船
や
、原
材
料
や
輸

出
入
品
を
搬
送
す
る
大
型
バ
ル
ク
船
・
コ
ン
テ
ナ
船
が
寄
港

し
得
る
港
湾
を
ど
う
整
備
し
て
い
く
か
等
々
、産
業
基
盤
整

備
と
し
て
や
る
べ
き
こ
と
は
多
い
。東
京
近
郊
の
環
状
高
速

道
路
は
、一
部
の
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン
ク
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

効
率
的
活
用
を
妨
げ
て
お
り
、北
京
や
ソ
ウ
ル
の
環
状
道
路

と
比
べ
、大
き
く
見
劣
り
す
る
。地
方
の
高
速
道
路
も
、ミ
ッ

シ
ン
グ
リ
ン
ク
の
み
な
ら
ず
、暫
定
2
車
線
等
の
危
険
な
対

面
通
行
が
ま
だ
ま
だ
放
置
さ
れ
て
い
る
。こ
れ
を
解
消
し
つ

つ
、
建
設
か
ら
半
世
紀
を
超
え
た
首
都
高
等
、
老
朽
化
し
た

道
路
や
橋
梁
、ト
ン
ネ
ル
の
イ
ン
フ
ラ
を
計
画
的
に
補
修
す

る
こ
と
で
、日
本
の
立
地
競
争
力
を
回
復
し
て
い
か
ね
ば
な

る
ま
い
。
首
都
圏
の
空
港
整
備
も
、
成
田
と
羽
田
の
役
割
を

し
っ
か
り
議
論
し
つ
つ
、羽
田
の
拡
張
を
主
軸
に
政
策
を
描

い
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

　

第
二
の
役
割
は
、
地
方
活
性
化
へ
の
貢
献
で
あ
る
。
日
常

生
活
に
不
可
欠
な
イ
ン
フ
ラ
は
計
画
的
に
整
備
す
る
一
方

で
、
過
重
な
財
政
負
担
を
避
け
る
た
め
に
、
人
口
減
少
や
地

域
の
特
性
に
応
じ
た
選
択
的
な
重
点
化
も
必
要
で
あ
る
。そ

の
た
め
に
は
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
コ
ン
パ
ク
ト
化
す
る
と

と
も
に
、住
み
や
す
い
よ
う
に
リ
セ
ッ
ト
し
て
い
く
の
も
処

方
せ
ん
の
一
つ
で
あ
る
。た
と
え
ば
L
R
T（
次
世
代
路
面

電
車
）や
高
齢
者
が
カ
ー
ト
で
安
心
し
て
動
け
る
よ
う
な
交

通
網
で
賑
わ
い
を
増
す
こ
と
も
で
き
よ
う
。

　

併
せ
て
、
そ
の
土
地
な
ら
で
は
の
魅
力
を
高
め
れ
ば
、
観

光
客
も
増
え
、
交
流
人
口
も
拡
大
す
る
。
豊
か
な
四
季
折
々

の
自
然
に
触
れ
ら
れ
る
国
立
・
国
定
公
園
、特
長
あ
る
農
水

産
品
、美
し
い
史
跡
・
景
観
を
活
か
す
イ
ン
フ
ラ
を
い
か
に

形
成
す
る
か
が
鍵
と
な
ろ
う
。イ
ン
バ
ウ
ン
ド
も
爆
買
か
ら

体
験
型
に
移
行
し
つ
つ
あ
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、全
国
に
多

く
の
成
功
事
例
も
あ
る
。
こ
れ
ら
を
参
考
に
し
つ
つ
、
魅
力

あ
る
古
里
づ
く
り
に
知
恵
を
絞
り
た
い
。

　

第
三
の
役
割
は
、
国
民
の
安
全
・
安
心
の
確
保
で
あ
る
。

日
本
の
国
土
の
特
徴
は
、
火
山
・
地
震
大
国
で
あ
る
こ
と
、

ま
た
、
高
低
差
の
大
き
い
急
峻
な
地
形
で
、
台
風
の
通
り
道

で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、河
川
が
は
ん
濫
し
や
す
い
こ
と
等
が

挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
た
め
の
治
山
治
水
対
策
は
も
と
よ
り
、

不
測
の
大
地
震
に
備
え
た
学
校
や
公
的
施
設
の
耐
震
化
、木

造
住
宅
密
集
地
域
の
解
消
等
に
も
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が

あ
る
。
平
常
時
こ
そ
、
災
害
弱
者
へ
の
支
援
策
の
拡
充
や
避

難
訓
練
の
徹
底
等
、国
民
の
安
全
・
安
心
確
保
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、日
本
の
産
業
活
動
の
事
業
継
続
性
確
保
の
視
点
か

ら
も
、イ
ン
フ
ラ
の
防
災
整
備
等
に
取
り
組
ん
で
い
か
ね
ば

な
る
ま
い
。

わ
が
国
に
必
要
な
イ
ン
フ
ラ

　

昨
年
、J
A
P
I
C
が
提
言
し
た
各
地
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
幾
つ
か
紹
介
す
る
。
民
間
の
資
金
や
最
新
技
術
の
導
入
、

規
制
緩
和
、施
設
と
産
業
・
文
化
活
動
の
結
合
等
の
考
え
を

入
れ
て
提
案
し
た
が
、国
内
で
紹
介
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
い

欧
州
の
イ
ン
フ
ラ
に
学
ぶ
点
も
多
い（
詳
細
は『
提
言
！
次

世
代
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』産
経
新
聞
出
版　

参
照
）。

青
函
マ
ル
チ
ト
ン
ネ
ル

　

既
設
の
青
函
ト
ン
ネ
ル
の
近
傍
に
カ
ー
ト
レ
イ
ン
・
無

人
自
動
運
転
車
・
送
電
線
・
天
然
ガ
ス
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の

多
機
能
ト
ン
ネ
ル
を
新
設
、北
海
道
の
食
糧
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

供
給
基
地
化
、
新
幹
線
の
高
速
化
、
貨
物
輸
送
の
安
定
化
等

を
図
る
。生
産
性
向
上
や
地
域
交
流
拡
大
に
よ
る
経
済
効
果

が
期
待
で
き
る
。

	
�［

参
考
：
仏
ミ
ヨ
ー
高
架
橋（
渓
谷
の
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン

ク
を
つ
な
ぎ
、
パ
リ
か
ら
南
仏
の
道
路
の
効
率
性
が
大

幅
に
向
上
）
や
、
ス
イ
ス
の
ゴ
ッ
タ
ル
ト
ベ
ー
ス
ト
ン

ネ
ル（
ア
ル
プ
ス
縦
貫
の
鉄
道
ト
ン
ネ
ル
で
世
界
最
長
、

チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
か
ら
ミ
ラ
ノ
を
50
分
短
縮
）］

上
野
・
浅
草
の
B
R
T
（
バ
ス
高
速
運
行
シ
ス
テ
ム
）
、

L
R
T
（
次
世
代
路
面
電
車
）
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歴
史
・
芸
術
資
産
活
用
に
よ
る
文
化
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築

に
向
け
、B
R
T
や
L
R
T
導
入
と
駅
周
辺
の
再
開
発
を

提
案
す
る
。

	
�［

参
考
：
独
カ
ー
ル
ス
ル
ー
エ
モ
デ
ル（
車
の
大
気
汚
染

と
渋
滞
を
解
消
す
る
た
め
、
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル
化
、

ト
ラ
ム
の
地
下
化
、地
上
緑
化
等
で
快
適
性
を
向
上
）］

京
都
や
鎌
倉
の
地
下
駐
車
場

　

車
の
流
入
で
混
雑
が
激
し
い
た
め
、流
入
規
制
区
域
を
つ

く
り
、
周
辺
地
下
に
大
型
駐
車
場
を
建
設
し
、
人
と
環
境
に

優
し
い
観
光
都
市
を
つ
く
る
。

	
�［

参
考
：
ス
イ
ス
の
プ
ラ
ー
ジ
ュ
地
下
駐
車
場（
9
0
0

台
収
容
、
レ
マ
ン
湖
下
に
建
設
さ
れ
、
渋
滞
緩
和
と
景
観

保
全
を
組
み
合
わ
せ
る
）］

名
古
屋
中
川
運
河
／
東
京
外
濠

　

水
辺
空
間
整
備
に
よ
る
景
観
・
環
境
再
生
、周
辺
再
開
発

を
図
る
都
市
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
。

	
�［

参
考
：
仏
リ
ヨ
ン
の
コ
ン
フ
リ
ュ
ア
ン
ス
地
区（
18
世

紀
か
ら
埋
め
立
て
ら
れ
た
河
川
運
輸
基
地
で
、老
朽
地
区

を
再
開
発
し
ビ
ジ
ネ
ス
街
と
居
住
街
共
存
の
環
境
都
市

を
つ
く
る
）］

東
京
荒
川
下
流
部
の
高
規
格
堤
防

　

荒
川
下
流
部
で
高
規
格
堤
防
を
連
続
的
に
整
備
、
ゼ
ロ

メ
ー
ト
ル
地
帯
を
解
消
し
、
水
害
に
強
い
ま
ち
を
つ
く
る
。

同
時
に
既
存
宅
地
に
盛
土
を
行
う
際
、木
造
密
集
区
域
の
解

消
を
図
る
こ
と
も
提
案
す
る
。

政
界
や
土
木
学
会
に
望
む
こ
と
、

産
業
界
が
取
り
組
む
べ
き
こ
と

　

政
治
家
の
職
務
は
、領
土
や
国
民
の
安
全
・
安
心
を
守
る

こ
と
を
第
一
に
、外
交
、財
政
、社
会
保
障
、エ
ネ
ル
ギ
ー
等
、

将
来
の
課
題
を
国
民
に
示
し
、解
決
策
に
理
解
を
求
め
て
い

く
こ
と
に
あ
る
。

　

ま
ず
は
、
国
内
総
生
産（
G
D
P
）
の
2
倍
以
上
に
膨
れ

上
が
っ
た
財
政
赤
字
を
、社
会
保
障
と
税
の
一
体
改
革
で
縮

小
さ
せ
、
財
政
健
全
化
を
図
り
、
国
際
的
信
認
を
取
り
戻
す

と
と
も
に
、将
来
世
代
に
負
の
遺
産
を
残
さ
ぬ
よ
う
努
め
ね

ば
な
る
ま
い
。

　

2
0
2
5
年
に
は
、
団
塊
世
代
の
後
期
高
齢
者（
75
歳
以

上
）
化
に
よ
り
、
医
療
費
・
介
護
費
は
急
増
し
、
現
在
の
お

お
む
ね
1
・
5
倍
、
約
75
兆
円
に
達
す
る
と
い
う
。
一
日
も

早
く
、
消
費
増
税
と
高
齢
者
福
祉
の
あ
り
方
に
メ
ス
を
入

れ
、
財
政
健
全
化
の
道
筋
を
付
け
、
次
に
、
限
ら
れ
た
財
政

規
模
の
中
で
、将
来
世
代
に
必
要
不
可
欠
な
イ
ン
フ
ラ
整
備

を
明
示
し
、そ
の
優
先
順
位
を
国
民
に
問
う
必
要
が
あ
る
。

　

併
せ
て
、時
代
の
変
遷
に
伴
う
人
口
動
態
や
物
流
量
の
大

き
な
変
化
に
応
じ
て
、行
政
は
老
朽
化
し
た
イ
ン
フ
ラ
の
リ

ス
ト
ラ
、統
廃
合
、更
新
を
図
っ
て
い
か
ね
ば
な
る
ま
い
。

　

土
木
学
会
に
つ
い
て
は
、
近
年
、
経
済
の
観
点
か
ら
イ
ン

フ
ラ
の
意
義
を
語
る
こ
と
が
少
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。土

木
学
会
も
経
済
的
側
面
を
中
心
に
他
学
会
と
連
携
を
強
め
、

土
木
の
多
様
な
重
要
性
を
発
信
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

ま
た
、
新
し
い
技
術
や
工
法
が
あ
っ
て
こ
そ
、
不
可
能
と

思
わ
れ
る
イ
ン
フ
ラ
も
実
現
で
き
る
こ
と
か
ら
、技
術
革
新

の
成
果
を
早
期
に
産
業
界
が
取
り
込
め
る
よ
う
、開
発
に
全

力
を
挙
げ
て
い
た
だ
き
た
い
。た
と
え
ば
激
甚
災
害
に
耐
え

る
河
川
・
海
岸
の
堤
防
の
整
備
、土
石
流
防
止
対
策
等
々
に

加
え
、財
政
再
建
に
寄
与
し
得
る
抜
本
的
コ
ス
ト
削
減
の
た

め
の
斬
新
な
工
法
、A
I
や
I
o
T
の
適
用
に
つ
い
て
の
提

案
を
期
待
し
た
い
。

　

産
業
界
も
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の
観
点
か
ら
、イ
ン
フ
ラ

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
へ
の
資
金
・
技
術
注
入
を
検
討
す
べ
き
で
あ

ろ
う
。
前
掲
の
ミ
ヨ
ー
高
架
橋
は
、
コ
ン
ペ
で
選
ば
れ
た
企

業
が
資
金
調
達
か
ら
建
設
・
所
有
・
運
営
を
担
い
、高
い
収

益
を
上
げ
て
い
る
。

　

女
性
や
日
本
の
土
木
技
術
に
関
心
を
持
つ
外
国
人
の
採

用
、G
P
S
に
よ
る
自
動
運
転
の
建
設
機
械
、A
I
や
ド

ロ
ー
ン
で
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
も
大
い
に
活
用
す
べ
き
で
あ

る
。
加
え
て
、
今
後
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
進
め
て
い
く
世
界
の

国
々
に
対
し
て
、
工
期
、
コ
ス
ト
、
品
質
等
で
競
争
力
の
あ

る
イ
ン
フ
ラ
輸
出
を
拡
大
す
る
こ
と
は
、産
業
界
に
と
っ
て

き
わ
め
て
重
要
な
戦
略
で
あ
り
、積
極
的
に
推
進
す
べ
き
で

あ
ろ
う
。

率
先
し
て
明
る
い
将
来
を
切
り
開
く

　

土
木
技
術
は
、最
も
古
い
歴
史
を
持
つ
技
術
と
称
さ
れ
て

き
た
。
経
済
・
産
業
は
も
と
よ
り
、
文
化
・
文
明
の
発
展
に

貢
献
し
、
わ
が
国
の
明
る
い
将
来
を
切
り
開
く
た
め
に
、
土

木
学
会
が
果
た
す
役
割
は
き
わ
め
て
重
い
。

　

公
共
投
資
の
縮
減
を
嘆
く
だ
け
で
な
く
、わ
が
国
の
各
層

に
イ
ン
フ
ラ
の
重
要
性
を
啓
蒙
し
続
け
、か
つ
世
界
の
土
木

技
術
の
パ
イ
オ
ニ
ア
と
な
る
よ
う
、今
後
の
活
動
の
一
層
の

展
開
を
期
待
し
た
い
。
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